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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、１９２０−５０年代の日本、フランス、ドイツ、イギリス、チェコ、アメリカにお
けるロシア人亡命者の「ロシア」イメージ形成についての研究を行い、以下の二つの主な傾向
を明らかにした。１）芸術関係の職種を選んだ亡命ロシア人たちは、言語を用いない芸術に携
わることで名声を得ることが多く、彼らの活動は、世界における「ロシア」を、音楽やバレエ、
そして演技の国として位置づけることに貢献した。2) ２０世紀初頭のロシアにおけるモダニズ
ムは、オリエンタリズムの流行を生み出し、ディアギレフのバレエ団（バレエ・リュス）によ
って打ち出された東洋の国としてのロシアのイメージは、ヨーロッパを魅了し、亡命ロシア人
の映画や演劇、音楽にも受け継がれた。 

 

研究成果の概要（英文）：Our study of the image of «Russia» constructed with the contribution 

of Russian Emigrants in Japan, France, Germany, Czechoslovakia, Great Britain and the 

US in the 1920-50s made clear that: 1) the great number of Russian emigrants was 

engaged in artistic professions and chose non-verbal arts which helped to construct the 

image of «Russia» as the country of music, ballet and theatre; 2) the orientalist trend of the 

Russian modernism in the beginning of the 20-th century and the image of Russia as the 

oriental country promoted by Dyagilev’s «Russian Seasons», fascinated Europe and was 

later adopted in the arts of Russian emigrants.  
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メディアによるこのようなイメージ形成の
プロセスが、近年しばしば研究対象となって
いるが、「ロシア」の芸術的イメージのタイ
ポロジーに関心を抱く研究はまだまだ少な
い。 
(2)1917 年の革命後ヨーロッパをはじめ世界
各国に広がったロシア人亡命者の足跡は、世
界的な演劇の舞台や、映画のスクリーン、大
衆芸能などにも刻まれていて、彼らも「ロシ
ア」に関する独自のイメージに関与していた。
音楽・演劇・映画の世界における「ロシア」
イメージの形成に寄与したロシア人亡命者
の作家・プロデューサー・評論家・監督や俳
優たちについての研究は政治的な理由で１
９９０年代まであまり進まなかったので、大
分遅れている。 
(3)レパートリーや公演の統制を通じて、ロ
シア・ソ連によって意図的に形作られたイメ
ージでは、人それぞれの民族的アイデンティ
ティは重視されなかったが、これとは別に、
世界のそれぞれの地域、社会集団には異なっ
たイメージが形成されており、その形成には、
多文化的環境のなかでたえず自己の民族的
アイデンティティを決定しなければならな
かった亡命者たちの力が大きかったが、こう
した過程や、音楽・演劇・映画などに見られ
るその表象はきわめて興味深い。 
(4)グローバル化の進む世界において、各人
はそれぞれに「民族的な振舞い」のプロセス
のなかで自己の民族的・国民的アイデンティ
ティを決定していくという、俳優的な立場に
置かれているが、日常生活でも芸術の分野で
も「ロシア人」の役を演じていた亡命者映画
俳優、バレーダンサー、音楽家や歌手の経験
は、まだ十分な研究対象とはなっていない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、以下のような複合的課題を研究対
象とする：１）多文化という状況下における
演劇芸術・映画芸術の存在をめぐる諸問題、
２）こうした状況下に置かれた芸術家、とり
わけ職業柄、さまざまな役割を演じなければ
ならない俳優、演技者の文化的アイデンティ
ティをめぐる問題、３）亡命劇作家、監督・
演出家、俳優の自己表現をめぐる問題、４）
演劇や映画のイメージを通した文化間コミュ
ニケーションをめぐる問題、５）さまざまな
国の映画的・演劇的伝統によってつくり上げ
られた、「ロシア」とソヴィエトのイメージ
の相関関係をめぐる問題。 

研究対象となるのは、ロシア人亡命者が参
加して撮られた、「ロシア」テーマを扱った世
界の映画および、こうした映画の製作・受容
と結びついた材料（批評・観客の反応など）、
亡命者が参加した「ロシア」テーマをもつ芝
居や、亡命者によるキャバレー・ヴァリエテ
などの大衆芸能・歌謡についての回想・批評

文献であるが、映画研究を中心課題としたこ
の研究の時代的な枠としては、マスコミュニ
ケーションの手段として映画が繁栄した1910
年代から70年代を想定している。 
 
３．研究の方法 
研究代表者の Melnikovaは、ハリウッドやハ
リウッドのロシア人たちによってつくられ
た「ロシア」の神話を分析するとともに、日
本と満州でつくられた「ロシアの映画的神
話」の日本版について考究する。ベルリンと
プラハのロシア人亡命社会に関心を抱いて
いる諫早は、ベルリンやプラハで活躍してい
たロシア人演劇・映画関係者の資料を分析し
て、両都市における亡命ロシア人の演劇・映
画活動を跡付ける。従来からパリで資料収集
を続け、演劇と映画の相互関係をめぐるいく
つもの論考を著している高木は、パリにおけ
る亡命ロシア人映画・演劇関係者について考
察するとともに、フランス・イタリア映画に
現れた「ロシア」およびロシア人のイメージ
についても分析を行う。そして、現在世界の
舞台で上演されている「ロシア」的レパート
リーについて研究を進めている楯岡は、「ロ
シア」テーマへの関心をみずからの創作活動
に反映させている世界の演劇関係者や、亡命
ロシア人（第一次だけでなく、第二次、第三
次の亡命者も含めて）とさまざまにかかわり
を持つ演劇関係者について考察する。 
以上４名の研究グループの共同研究を通し
て、大量の資料を分析し、これを体系的に跡
付け、さまざまな流派のロシア人演劇・映画
関係者が、世界の演劇・映画・音楽芸術に及
ぼした影響が明らかになったし、亡命者の運
命をたどることにより、彼ら自身による文化
的アイデンティティの表出や、「創造的生き
残り」の個人的苦悩の意味を明らかにするこ
とができた。 
４．研究成果 
研究分担者は、日本、ロシア、フランス、ド
イツ、イギリス、フィンランド、チェコ、ア
メリカの現地アーカイヴや資料館、図書館、
映画保管所で調査をし、「ロシア」イメージ
形成に寄与した亡命者（音楽の分野では歌手
アレクサンドル・ヴェルティンスキー、マリ
ア・サヴィツカヤ；演劇の分野ではミハイ
ル・チェーホフ；映画の分野では俳優イワ
ン・モジューヒン、ニコライ・コーリン、映
画監督ヴラディーミル・ツルジャンスキー、
アレクサンドル・ヴォルコフ等）についてデ
ータをまとめ、彼等の芸術的寄与に対する観
客や評論家の反応について研究し、彼等が参
加した映画を分析した。１９２０−３０年代
のヨ−ロッパにはロシアの古典が映画化され、
ロシア帝国の歴史及びロシア皇帝の伝記な
どを主題とするサイレント映画がたくさん
作られたことを明らかにした。ヨーロッパで



 

 

亡命ロシア人によって映画化されたロシア
文学の古典は、当時最も有名で読者からの高
い人気を集めていた作品（トルストイの『復
活』や『クロイツェル・ソナタ』、ドストエ
フスキーの『カラマーゾフの兄弟』や『白痴』、
プーシキンの『大尉の娘』など）が殆どであ
った。映画化される際、それらの作品は、西
欧の観客にとって理解しやすいように、多い
に単純化され、ストーリーラインに書き換え
られることが一般的であった。ただし、映画
における美術やセットのデザインは、とても
手の凝ったものが多く、ロマノフ王朝が暮ら
していた宮殿の内装や、サンクト・ペテルブ
ルグやモスクワといったロシアを代表する
都市の有名な建築物は、オリジナルにできる
だけ近い形で、とても丁寧に描写されていた。
ロシア皇帝に対する関心は、革命前のロシア
映画では決して描かれることのなかった歴
史的事件（クーデター、王家の私生活）に限
られた。ロシアの革命や最後のロシア皇帝ニ
コライ 2世についての映画が殆どなかったが、
後に東洋の架空の国での専制君主に対する
反乱を描いた『千夜一夜物語』（1933年）、伝
説的なロシアのコサックの強盗を描いた『ス
テンカ・ラージン』（1936）などの作品では
ロシアの革命が話題にされている。 
亡命ロシア人の映画監督たちは（ベルリンの
ブホベツキー、ウラルスキーあるいはパリの
ツルジャンスキーなど）、同じくロシア出身
の亡命者である美術家や画家を雇ったりし、
スペクタクル・シーンを描く際も、やはり大
量のロシア人亡命者たちがエキストラとし
て出演したりしていた。ヨーロッパ諸国の定
期刊行物の分析を通して、亡命ロシア人によ
る映画作品が批評家から低く評価される場
合でさえ、ロシア人俳優の演技力の高さや、
ロシア人美術家による舞台演出のレベルの
高さは、ヨーロッパ世界において、確固たる
揺るがない評価を得ていたことが明らかに
なった。 
1922 年にパリでエルモリエフのスタジオを
基礎にしてできたフランスの映画スタジオ
「アルバトロス」の指導的な核とスタッフの
大部分は亡命ロシア人であった。「アルバト
ロス」の諸作品はロシア的な題材を基礎とは
していなかったが、重要な方向性は、東洋的
な題材を使うことであった。パリではディア
ギレフのバレエによって、「ロシア・シーズ
ン」の時期にすでに、民話的なエキゾチズム
と東洋のエロティシズムの描写はロシア独
自のものだとされていたからである。亡命者
の芸術家はその創作活動においてロシアバ
レエや優れた舞台美術についての神話や、ロ
シア人の東洋的本質についての神話をよく
利用した。 
映画においてだけでなく、亡命者たちの生活
においても、しばしばカフカスや一般的な東

洋的なエキゾチシズムは活用された。オリエ
ントのモチーフはロシア出身の芸術家、デザ
イナー、ファッションデザイナー、手工業者
の作品においても、キャバレーやバラエティ
ーショーの歌手、ダンサー、俳優にとっても
（彼らは「シャヘラザード」、「カフカス」、「カ
ズベク」、「クナク」と呼ばれさえした）秘密
と謎に満ちたエキゾチックな東洋の国々と
して、ロシアのイメージを創り出し、ロシア
のイメージを支えた。コザックやロマの合唱、
カフカスの剣を口にくわえてするダンス、バ
レエのディヴェルティスマンの「民族」舞踊
などは、「ロシア」の娯楽施設の通常の演目
であった。 
1930年代には映画が音響を獲得し、ロシア

人俳優たちは、サイレント映画ではできたよ
うに母国語なしで簡単に撮影することがで
きなくなっただけではなく、亡命は長引くこ
とが明らかになり、ソ連ではスターリン体制
が堅固になり、国境を簡単に越えることはで
きなくなり、国外にいるロシア文化のエリー
トとソ連文化人との連絡交流は、人為的に制
限された。ソ連はもう、亡命者が制作した映
画を上映のために買い付けることはなかっ
た。 
一方で、亡命者の映画人はもう、1920年代前
半にしていたように、ロシア人ばかりの集団
で団結して仕事をしていなかった。彼らは仕
事を探して国外のいろいろな映画スタジオ
にばらばらになっていった。ロシア神話の代
わりに、革命や国内戦など、ソ連についての
神話が世界の映画に描かれるようになった。 
ロシアの革命以降、ヨーロッパに大勢の人

が亡命してから最初の 10年間は、フランス
とドイツでは特に、ロシア人の映画人、文学
者、芸術家や、専門を持たない人々さえもが、
映画界に仕事を見つけ、ヨーロッパの観客や
亡命者の間で需要がある映画作品を作るこ
とができた。1920-1939年代の亡命ロシア人
の文化的アイデンティティは、国外のロシア
人学校やロシア語の新聞雑誌によってだけ
でなく、映画、映画の中の「ロシアン・スタ
イル」とロシア人俳優スター、ときにはロシ
ア的な題材によっても維持された。これらの
映画の観客の大部分は亡命者ではなかった
ので、一般的なヨーロッパの観客のために、
ロシアの文化的歴史的神話を書き直すこと
は不可欠だった。亡命者の映画人は、観客の
要求と自分自身の芸術上、思想上の主張との
間でバランスを取りながら、これを行おうと
した。ヨーロッパとアメリカの映画が創り出
した、エキゾチックで歪められたロシアとロ
シア人の誇張されたイメージを、亡命者の新
聞雑誌が受け入れずに厳しく批判したこと
で、そのバランスが可能となった。 

革命後に亡命を余儀なくされたロシア人
は、ヨーロッパやアジア（満州）を経由し、



 

 

そこで芸術関係の仕事を体験した後にアメ
リカへたどり着くことが一般的だった。とこ
ろが、アメリカにおける亡命ロシア人は、ヨ
ーロッパやアジアのように亡命者同士の芸
術団を結成することができず、もっぱらアメ
リカ人の演劇・映画監督やプロデューサーの
もとで俳優や歌手、ダンサーとして起用され
た。アメリカ映画における「ソビエト・ロシ
ア」の神話は、ヨーロッパ映画におけるそれ
よりも早い段階で形成され始めた。例えば、
『The Last Command, 1928』という映画では
ソビエト・ロシアのあり方も、亡命ロシア人
の運命も描かれている。第二次世界大戦の勃
発寸前まで、アメリカにおける「ソビエト・
ロシア」のイメージは、帝政期ロシアに相反
するものとして存在していた。こういったイ
メージの形成には、ロシア人亡命者たち自身
も貢献していた訳だが、1943年以降になると、
政治的な情勢の変化に伴って、ソビエト連邦
を描くアメリカ映画は、それが帝政ロシアの
正当な後継者であることを主張するように
なる。アメリカにおけるソビエト・ロシアは、
帝政ロシアと同様、音楽やスタニスラフスキ
ーの芸術座、またバレエの国として受け止め
られるようになった。 
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